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【ポイント】 

・線虫をモデルとした研究により、教科書的な常識から逸脱した新たな発見 

・神経伝達物質・ホルモンの一種であるセロトニンが、切断された神経軸索の再生を促進す

る役割を持つことを発見し、その下流で働く因子群を同定 

・切断された神経自身が、その本来の性質と関係なく一時的にセロトニンを産生する神経に

変化することで、セロトニンが供給されることも発見 

・セロトニンが、神経軸索再生において重要な役割を果たすことを分子生物学的に解明 

 

 

 

名古屋大学大学院理学研究科（研究科長：松本 邦弘）の久本 直毅（ひさもと な

おき）准教授、松本 邦弘（まつもと くにひろ）教授らの研究グループは、線虫を

モデルとした研究により、神経伝達物質・ホルモンの一種であるセロトニンが、切

断された神経軸索の再生を促進する役割を持つことを発見し、その下流で働く因子

群を同定しました。さらに、切断された神経自身が、その本来の性質と関係なく一

時的にセロトニンを産生する神経に変化することで、セロトニンが供給されること

も発見しました。 

今回の研究成果は、本来セロトニンを作らないはずの神経が、損傷によりセロト

ニンを作る細胞へとその性質を容易に変換することを示すものであり、教科書的な

常識から逸脱した新たな発見です。また、セロトニンが神経軸索再生において重要

な役割を果たすことを分子生物学的に明らかにしたことから、神経再生医療におけ

る新たな治療技術の開発に繋がることが期待されます。 

この成果は、平成 28 年 1 月 21 日付けのオンライン雑誌「Nature Communications

誌」に掲載されました。 





 

 

【用語説明】 

セロトニン：別名 5-ヒドロキシトリプタミン。アミノ酸の一つであるトリプトファンから

生合成される神経伝達物質・ホルモン。 
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“Axotomy-induced HIF/serotonin signaling axis promotes axon regeneration in C. 

elegans.” 

（神経切断により誘導される HIF/セロトニンシグナル軸が C. エレガンスの神経軸索再生

を促進する） 
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